
韓国児童文学・青少年文学界のホープ

イヒョン作家
講演会のご案内

と　き：11月 2日（土）   14:00 ～16:00
ところ：アネックスパル法円坂（大阪市教育会館）
アクセス：JR 環状線「森ノ宮」駅より徒歩 10分
　　　　   地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅②出口徒歩 8分　など

会　費：１０００円
主　催：オリニほんやく会（代表 仲村修）
申込み・問合せ：
　メール　 20191102osaka＠bcc.bai.ne.jp　まで。
※先着 50名さま限定。

1970 年韓国釜山生まれ。ソウル在住。
2004 年第 10 回全泰壱（チョンテイル）文
学賞小説部門受賞を機に作家活動を始める。
2006 年童話「ジャージャー麺がのびちゃう
よ！」で第 13 回チャンビ（創批）「すぐれた
子どもの本」原稿公募大賞、2012年童話『ロ
ボットの星』（SF）で第２回昌原児童文学賞
を受賞。童話に『チャンス　バンザイ！』、『の
ら犬アクタンの重み』、氷河期でもかまわな
い』他多数。ＹＡ小説に『わたしたちのスキャ
ンダル』、『オォ、わたしの男たち！』、『１９４５，
鉄原』、『あの夏のソウル』他。

〔梁玉順 訳／仲村修 解説／2018年
3月 影書房刊〕

８月15日、日本の支配からの解放の
日、朝

鮮半島で人々は何を夢見たのか。分
断へと

歴史の歯車が軋む中、3 8 度線近く
の街・

鉄原で、若者たちの〝夢〟が走り出す
！

〔下橋美和 訳／徐台教 解説／2019年3月 影書房刊〕1950 年に始まった朝鮮戦争下の苛烈な世界を、元親日派の判事の息子や転向した革命家の娘など、子どもたちはどう生きたのか、本当はどんな風に生きたかったのか―


